
１）品質評価基準

項　　目 判　定　基　準 備　　考

茎葉の黄変・褐変
Ａ：緑色
Ｂ：やや緑色が退色
Ｄ：黄変～褐変する

花ではなく茎葉の黄
変･褐変を日持ち判
定の指標にする

その他

２）留意点

エリンジウム
Eryngium
（セリ科）

・後処理剤である程度葉の黄変・褐変を遅らせることができる．

　センニチコウのように小花が集まった球状の花は地味だが，花びらのように見える総苞は人工的なメ
タリックシルバー調の色彩で人目を引く．苞も葉もとげがするどく，和名の松笠アザミに納得．
　花はたねが稔るほど長もちし，ドライフラワーになるが，茎葉の黄変が早いので日持ち判定の指標に
する．総苞と茎は銀，紫など人工的な色であるが，葉は緑色．国産は夏に出荷されるが，輸入が周年あ
る．



３）開花（茎葉の変色）

Ａ Ｂ

Ｄ



４）チェック事項

小花の老化

7日目1日目

小花，総苞はほとんど変化しない

葉の黄変・褐変

Ａ Ｂ

Ｄ

緑色 やや退色

黄変～褐変


